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QUESTでは球状トカマクプラズマの定常維持法の

一方法として、OHプラズマにてダイバータ配位を形

成し、EBW電流駆動により定常維持することを計画

している。PF35-12直列ダイバータコイルを用いたキ

ャンディ状（低δ）ダイバータ配位とPF35-1内側ダイ

バータコイルを用いたD形（高δ）ダイバータ配位に

ついて、２種類の磁気センサー（フラックスループ、

磁気プローブ）を用いてダイバータ配位プラズマ断面

形状をCCS法にて再構成している。 
RF立上/維持プラズマ（右図）に関しては、電流密

度分布が閉磁気面より低磁場側にシフトしている。

EFIT解析では閉磁気面内に電流密度分布（圧力は等

方的）を仮定するため、電流密度分布は閉磁気面内で

低磁場側にシフトするとともに、強磁場側に異符号の

電流密度領域が現れる（下図）。閉磁気面外の低磁場

側開磁気面に沿った仮想インベッセルコイルに全プ

ラズマ電流の約30%の電流を仮定すると、異符号の電

流密度領域は消滅する（右下図）。 
２種類の磁気センサー(FL, MP)信号により適合条

件を強化した場合、圧力分布の異方性に依存しない

CCS法を適用した場合の再構成結果についてはポス

ターにて報告する。 
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Measured Parameters
IP: -14241.9707
IPF17: 202.431
IPF26: 501.0139
IPF35: -295.1984
IPF42AB: 348.5172
IextraPF: 0
IHCUL: -0.29995

Fitted Parameters:
IP: -14241.3145
IPF17: 202.4314
IPF26: 501.0203
IPF35: -295.1973
IPF42AB: 348.5172
IextraPF: 0
IHCUL: -0.29991

CurR: 0.91
CurZ: -4.18e-005
MagR: 0.9
MagZ: 8.47e-005
X1-RZ: 0.36,-0.38
X2-RZ: 0.36,0.38

Fitted Parameters:


p:2.9382


t:0.95136
li:1.6812
q95:17.3527


up: 0.62002


down: 0.62002

: 0.97384
Estor: 94.4815J
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 shot:16499 Time: 5000ms 
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Measured Parameters
I
P
: -9441.9707

I
PF17

: 202.431
I
PF26

: 501.0139
I
PF35

: -295.1984
I
PF42AB

: 348.5172
IextraPF: -800
IHCUL: -0.29995

Fitted Parameters:
I
P
: -9441.0596

I
PF17

: 202.4315
IPF26: 501.023
I
PF35

: -295.1969
I
PF42AB

: 348.5172
I
extraPF

: -800
I
HCUL

: -0.29997

CurR: 0.79
CurZ: -7.55e-005
MagR: 0.8
MagZ: 1.10e-004
X1-RZ: 0.35,-0.38
X2-RZ: 0.35,0.38

Fitted Parameters:


p:1.7404


t
:0.25062

l
i
:1.4208

q
95

:24.7551


up
: 0.93673


down

: 0.93681

: 1.0253
Estor: 32.7071J
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